
令和４年度自己評価計画                                              石川県立金沢泉丘高等学校（通信制課程） 

重点目標 具体的取組 主担当 現  状 評価の観点 実現状況の達成度 判定基準 備考 

１ 生徒への学習支
援を積極的に行
い、家庭の理解と
協力を得ながら報
告課題の提出状
況や出席日数の
改善を図り、単位
の修得率を上げ
る。その際、ホー
ムページ等の改
善や有効活用に
より情報発信の充
実を図る。 

 
 
 
 

①生徒が報告課題を計画的
に提出できるよう、「年間計
画表」の積極的な活用をす
すめる。 
教職員は「学習進度表」を
定期的に郵送することに併
せて、学校配信メールや
Google Classroomで「教務
のお知らせ」を発信する。 

  教務課 
  教科会 
  学年会 
 
 
 
 
 

継続的に学習を行う習慣が身についていな
い生徒が多い。 
定期試験の受験率は６５％前後で安定した
ものの、報告課題は提出締め切り日の直前
にまとめて提出する生徒が多い。 
 
 
 

【成果指標】 
第１期締切までに報
告課題を提出した生
徒が継続的に学習を
すすめ、定期試験を
受験している。 

第１期締切までに報告課題を
提出した生徒のうち、定期試
験を受験した生徒の割合が 
Ａ ７５％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６５％以上 
Ｄ ６５％未満 
 

Ｃ以下の場
合は手だて
を検討する。 
 
 
 

 

②教職員が報告課題の作成
に困難を感じている生徒に
向けて、平日レポート質問
教室を設ける。また、メー
ルやGoogle Classroomや電
話を含めいろいろな形での
質問に答える。 

  教務課 
  教科会 
  学年会 
 
 
 
 

基礎学力が不足していたり、学習の方法が
わからなかったりするため、教科書・学習書
を用いて自学自習することが困難な生徒が
いる。そのような生徒には、郵便物、ショー
トホームルームなどで質問教室や特別スク
ーリングなどへの参加を呼びかけている。４
名 
 

【成果指標】 
生徒が、メール、ＦＡ
Ｘ、電話やGoogle 
Classroomで、教科や
科目の質問をしてい
る。 

メール、ＦＡＸ、電話やGoogle 
Classroomで教科や科目の質
問をしたのべ生徒数が 
Ａ ３００人以上 
Ｂ ２００人以上 
Ｃ １００人以上 
Ｄ １００人未満 

Ｃ以下の場
合は手だて
を検討する。 
 
 
 
 

 

２ 基本的生活習慣
の確立と規範意
識の高揚、自他の
生命を尊重する態
度の育成を図る
ため、時間厳守や
適切な言葉遣い
の励行、法や決ま
りの意義の理解と
遵守など、学校内
外を含めた生活
活動を見直し、改
善を図らせる。 

 

①教職員が登校指導による
あいさつ活動やショートホ
ームルーム等の生徒と関
わる場での声かけを通し
て、相手を尊重する態度の
育成を図る。 

 

生徒・図書課 
  学年会 
  担  任 
 

他者との関わりやコミュニケーションをとる
ことを苦手とするため、挨拶や返事などを適
切に行うことに抵抗を感じている生徒もい
る。 
 

【成果指標】 
生徒が登下校時に自
分からすすんで挨拶
をしている。 
 

「あなたは登下校時に挨拶を
していますか」という質問に
①「自分からすすんでしてい
る」と答える生徒の割合が 
Ａ ９５％以上 
Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８５％以上 
Ｄ ８５％未満 

Ｃ以下の場
合は取組体
制を検討す
る。 
 
 

 

②いじめは絶対に許されない
行為であることを、教職員
がショートホームルームや
校内掲示によって啓発した
り、生活体験発表の機会を
活かして周知したりするな
ど、生徒の「他者への思い
やりの心」の育成を図る。 

 

生徒・図書課 
学年会 
担任 

生徒アンケートでは「学校生活は楽しい」が 
７５％、「自分は生活規律を守っている」が 
９５％の生徒が肯定的な回答であった。 

【成果指標】 
生徒が生活規律を守
っており、学校生活
を楽しいと感じてい
る。 

「学校生活は楽しい」という質
問と「自分は生活規律を守っ
ている」という質問の両方に
肯定的回答をした生徒の割
合が 
Ａ ９５％以上 
Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８５以上 
Ｄ ８５％未満 

Ｃ以下の場
合は取り組
み体制を検
討する。 

 

③教職員が「ほけんだより」
やショートホームルーム、
学校配信メールで身体計
測、各種検診の受診を呼び
かける。 

保健課・ 
相談室 

  学年会 
  担  任 
 

新型コロナウイルス感染症の影響があり、
昨年度は内科検診、歯科検診とも受診率が
５０％前後であった。 

【成果指標】 
生徒が各種検診を
受診している。 

生徒の各種検診の受診率が 
Ａ ６０％以上 
B ５５％以上 
Ｃ ５０％以上 
Ｄ ５０％未満 
 

Ｃ以下の場
合は取組体
制を検討す
る。 
 
 

新型コロナウイ
ルス感染症の感
染状況も考慮す
る。 



重点目標 具体的取組 主担当 現   状 評価の観点 実現状況の達成度 判定基準 備考 

３ 生徒一人一人の
生活状況を把握
し、教職員間で共
有することにより、 
チームを組んで適
切に支援する体制
をつくる。 

①保護者が担任と個別に懇
談する機会を持ちやすく
し、学校と保護者が認識を
共有しながら、効果的な生
徒支援を行えるようにす
る。教職員は学校配信メー
ルでも情報を発信する。 

  個別懇談のお知らせに応 
答がない保護者にできる
だけ連絡をとる。また、保
護者の都合の良い懇談会
日時の設定や環境作りを
行う。 

 
 
 
 

  総務課 
  学年会 
  担  任 
 

不登校などの多様な悩みを持つ生徒につい
て、保護者が一人で抱え込んでいる状況が
ある。教職員も生徒と接する時間が限られ
ており、生徒達の生活状況をしっかり把握す
ることは難しい。 
 

【努力指標】 
保護者が担任と年度
内に１回以上懇談し
ている。 

年度内に担任が１回以上懇
談した保護者の割合が 
Ａ ７０％以上 
Ｂ ６０％以上 
Ｃ ５０％以上 
Ｄ ５０％未満 

Ｃ以下の場
合は手だて
を検討する。 
 
 
 
 
 

 

②教職員が生徒理解を深め
るため、６月に面談月間を
設ける。また、後期にも適
宜面談を行い、生徒の自己
実現の支援に努める。 時
間確保のため平日に実施
するが、スクーリング日の
始業前後などにも実施す
る。連絡のない生徒にも呼
びかけ、より多くの生徒と
面談する。 

 
 
 
 

  総務課 
  学年会 
  担 任 
 
 
 
 
 

限られた登校日では、新入生・転入生・編入
生ともに、体調や学習・就労状況、進路希望
に加え、いじめ等に関する情報を正確に知
ることは難しい。 
このため、早期に個人面談を実施して生徒
の現状を把握し、生徒を適切に理解するとと
もに、問題があればチームとして対応しな
がら学習意欲を喚起する。 

【努力指標】 
教職員が活躍生と年
度内に１回以上面談
している。 

活躍生と１回以上面談できた
割合が 
Ａ ７０％以上 
Ｂ ６０％以上 
Ｃ ５０％以上 
Ｄ ５０％未満 
 

Ｃ以下の場
合は手だて
を検討する。 
 
 
 
 
 

 
 

４ 各種業務の平準
化と効率化を図
り、ワーク・ライフ・
バランスを実現す
る。 

 
 
 
 
 

①教職員が各課内での業務
の平準化と協力しあえる職
場環境を整え、職員のワー
ク・ライフ・バランスの実現
を目指す。 

 教 頭 
 各 課 
 各学年 

教職員には面接指導、報告課題の添削の
他、生徒、保護者の個別相談、各課での業
務がある。年間６回ある報告課題締切り前
は、特に添削に追われている。昨年度の年
次休暇取得日では二極化が見られた。定時
退校はおおむね行われた。 

【努力指標】 
県が目標とする年次
休暇１２日を教職員
全員が取得できてい
る。 

年次休暇を１２日以上取得し
たという教員が 
Ａ ９５％以上 
Ｂ ９０％以上 
Ｃ ８０％以上 
Ｄ ８０％未満 

Ｃ以下の場
合は手だて
を検討する。 
 

 



重点目標 具体的取組 主担当 現   状 評価の観点 実現状況の達成度 判定基準 備考 

５  卒業後の生き方
を考えさせ、生徒
の能力・適性を踏
まえた進路指導や
キャリア教育を行
い、就業率や進学
率を高める。 

 
 

①進路説明会およびロング
ホームルームでの就職、
進学の流れの説明を通し
て、生徒が自分の適性・能
力を活かし、卒業後の進路
決定ができるよう指導す
る。 

 
 

進路課 
学年団 
担任 

 
 
 
 

自らの適性・能力にあった職業意識を持つ
生徒が少ない。６月に全生徒対象に進路説
明会を計画し、進路意識、職業意識の育成
を図った。 

【満足度指標】 
就職、進学までに必
要なことや手順を理
解し、卒業後の進路
の方向性を持つこと
ができるようにする。 

アンケートでLHでの進路説
明が自分の進路を考えるの
に役立ったと答えた生徒が 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７０％以上 
Ｄ ７０％未満 

Ｃ以下の場
合は手だて
を検討する。 
 
 

 

②生徒が自分の適性を知り、
将来就きたい仕事につい
て理解を深められるよう
に、教職員が就労の意義、
職業、資格について指導す
る。学年団、進路、教務、総
務課が資料や情報を生徒
に与え、総合的な探究の時
間などを活用して進路指導
を行う。 

 

総務課 
進路課 
教務課
卒業学年    

 
 

 

高等学校卒業の資格が当面の目標であっ
て、進路が未定のまま卒業する生徒が多
い。進学希望者の中には受験せず浪人を決
断する生徒も見られる。近年は特別活動や
総合的な探究の時間における就労すること
への意識付けが実を結び、この状況が少し
ずつ改善されてきているが、まだ十分とは
いえない。 

【成果指標】 
生徒は卒業時に進路
が決定している。 

卒業時に進路が決定してい
る生徒が 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 
 

Ｃ以下の場
合は手だて
を検討する。 
 

 
 

 


